
 

 
 

 

国際シンポジウムプログラムその１ 

2009 年 12 月 10 日（木）～11 日（金） 

 

国際シンポジウム
テーマ 

 

いま、私たちの運動が世界を変える 
― 広がる反基地、脱軍事同盟、非核・平和の流れー 

 

 
日 時間 内容 会場 

10 日（木） 13:00～18:00 国際シンポジウム（第 1日） 
 

横浜市技能文化会館２階 
多目的ホール 
 18:30～20:00 海外代表歓迎レセプション 

11 日（金） 9:30～12:30 
 

国際シンポジウム（第 2日） 
 

敬称略 

 お名前 国 肩書き 

特別 
レ ク チ ャ
ー 

フェルナンド・ハビエル・ポ
ンセ・レイバ 

エクアドル共和
国 

エクアドル共和国特命全権大使 

パ ネ リ ス
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 

ジョン・リンゼー・ポーラン
ド 
 

アメリカ 
 

アメリカ友和会 
 

イ・ジュンキュ （李俊揆）  
 

韓国 
 

労働者対案社会学習院講師 

ハネロア・トゥルケ 
 

ドイツ 
 

ドイツ平和評議会 
ボン市議会議員 

コラソン・ヴァルデス・ファ
ブロス 
 

フィリピン 
 

フィリピン・ストップ戦争連合/
外国軍事基地撤去国際ネットワ
ーク 

川田 忠明 日本 
 

日本平和委員会 
 

コ ー デ ィ
ネーター 

布施 恵輔 
 

日本 
 

全国労働組合総連合（全労連） 
 

特別報告 呉東 正彦 
 

神奈川県 原子力空母の横須賀母港問題を
考える市民の会共同代表 

大西 照雄 
 

沖縄県 
 

ヘリ基地反対協議会代表委員 

 

 



 

 
 

国際シンポジウムプログラムその２ タイムテーブル 

敬称略 
【第 1 日】 12 月 10 日（木）  午後１時開会～午後６時休会 
❒ 午後１時開会（司会）―住吉陽子（日本平和委員会代表理事） 
❒ 開会あいさつ ―玉田 恵（新日本婦人の会副会長） 
❒ 特別レクチャー 

レクチャー司会あいさつ―今井文夫（全国労働組合総連合・国民運動局長） 
  政府代表特別レクチャー 
   駐日エクアドル共和国特命全権大使 

フェルナンド・ハビエル・ポンセ・レイバ閣下 
 
交流（質疑･応答） 

―――休憩（10 分）…パネリスト登壇――― 
 
❒ シンポジウム 
コーディネーター進行の説明、パネリストの紹介―布施恵輔 
パネリストの基調発言（各 20 分 国名の５０音順、日本はホストとして最後） 
  アメリカ  ジョン・リンゼー・ポーランド 

韓国    イ・ジュンキュ  
ドイツ   ハネロア・トゥルケ 

―――休憩（10 分）―――質問・発言用紙を集めます 
 
パネリストの基調発言（各 20 分） 
  フィリピン コラソン・ヴァルデス・ファブロス 

日本   川田忠明 
特別報告（10 分）  沖縄 大西照雄 
―――休憩（10 分）―――質問・発言用紙を集めます 
 
討論（各５分）・・・パネリストにも適宜マイクをまわします 
午後６時 休会 （レセプション会場準備をします） 
 

◇ 海外代表歓迎レセプション 午後 6 時 30 分～午後 8 時 ◇ 
 
【第 2 日】 12 月 11 日（金）  午前 9 時 30 分再開～12 時 30 分閉会 
午前 9時 30 分 再開 
特別報告（10 分）  神奈川 呉東正彦 
討論（各 5 分）・・・パネリストにも適宜マイクをまわします 
―――休憩（１５分）――― 
 
パネリストのまとめ発言（各１０分） 
❒ 閉会あいさつ ―安井正和（原水爆禁止日本協議会事務局次長）                  
１２時 30 分 閉会                        


